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ウェアラブル咀嚼回数測定装置を利用した咀嚼指導方法の開発 
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【目的】口腔機能の管理は、全身の健康維持において重要なファクターであると言われてい

る。しかし、日常生活での咀嚼行動は十分に検証されていない。 

本研究では、ウェアラブル咀嚼回数計測器とスマートフォンアプリを利用した、日常生活の

咀嚼機能管理、およびリアルタイムな被験者へのフィードバックは、咀嚼機能および認知機

能に影響するのか検証することを目的とし、自己管理の有無による比較検討を行った。 

【方法】咀嚼に対する自己管理群（実験群）と、非自己管理群（対照群）にランダムに分け、

実験群は初回検査から 1週間後検査の間に 3日間、自宅で 1日 3食の咀嚼行動を記録した。

初回・1 週間後検査では、100ｇの米飯を用いた咀嚼行動の記録、咀嚼ガムおよびグミゼリ

ーを用いた咀嚼能力の測定、さらに、認知機能の検査を百ます計算を用いて行った。 

【結果】実験群 14名（19.0±0.7歳）、対照群 10名（19.3±1.3歳）に行った結果、100ｇ米飯

による咀嚼回数は、実験群で有意に増加した。一方で、咀嚼能力、百ます計算は、実験群と

対照群で同様の結果となった。 

【考察】ウェアラブル端末とアプリを用いた自己管理が、咀嚼回数に影響を与える可能性が

考えられた。一方、認知機能においては個々の計算スキルなど他の要素についても考慮しな

ければならず、方法の改善が必要である。今後、被験者数を増やし、調査期間を延長するな

ど、更に検証していく必要がある。 
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